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来訪者の皆様へ

門前自治会は、周辺地域の自治会及び各種団体と一緒になって、高齢者が『住み馴れた、顔見知り

仲間がいる地域』で『不安がなく、安心・安全に』過ごすために、どのような仕組み及び支援体制

が必要かを理解するために、研修会を行なっています。

今回、マザアスと協力して、東久留米とも・いきバザーと講演会を開催致しました。

講演会の内容について大変役に立ちましたので、多くの方に情報発信したいと思いましたので、報

告させて頂きます。

日時：平成24年10月14日（日）午後1時〜2時頃まで

会場：高齢者福祉総合施設マザアス東久留米

内容：演題「孤立死を防ぐには」

講師：マザアス東久留米施設長 高原敏夫氏

参加団体：下山親睦会、氷川台自治会、久老連、社会福祉協議会、マザアスボランティアの会、門

前自治会及び近隣自治会等

講演会演題

「孤立死を防ぐには」

講師：

高齢者福祉総合施設長 高原 敏夫氏

＜高齢者福祉総合施設長 高原 敏夫氏↑＞

１．氷川台で起きた二つの出来事

１）「介護している私が倒れたら、誰に助けを求めたらよいか判らない」

２）ホーム入居している方のご主人が孤立死寸前まで

２．高齢者世帯の状況（東久留米市）

１）一人暮らしの世帯

過去３年間で6,201世帯（平成21年）から6,800世帯（平成23年）9.7％増加

23年時点 — 女性71％

２）二人暮らしの世帯

過去3年間で5,293世帯（平成21年）から5,444世帯（平成23年）2.9％増加

３．東京の平均世帯数

平成１８年 区部−１．９８人 市町村部−２．２７人 総数−２．０６人

４．孤独と孤立

１）孤独— ひとりぼっち 仲間のいないこと

２）孤立— 他とかけはなれてそれだけであること 複数でも成立

５．近所づきあいの程度（東久留米市高齢者アンケート 平成２３年報告）

平成22年（回答720人） 平成20年（回答658人）

親しくつきあっている ４０．８％ ３８．４％

挨拶する程度の人ならいる ５１．７ ５３．０

近所にはつきあっている

人はほとんどいない ６．０ ７．１％

（無回答 １．５ １．４）

６．高齢者孤立化防止活動「ちばSSKプロジェクト」

SSKとは

「しない」のS

「させない」のS

「孤立化」のK

それぞれアルファベットの頭文字を取って記号

化したもの

＜孤立化診断チェック＞

窓を開けない日がある

誰とも挨拶をしない日がある

電話（メール）が1週間以上かかってこないこと

がある

地域の集まりに出たことがない

おせっかいは嫌いだ

孤立化させないためにできること

・個人がすること

植物を育てること

一日一回買い物に行く

シルバー人材センターに登録する

公共料金の支払は集金にする

散歩を習慣化する

「迷惑かも」と遠慮しない

自分から挨拶する

・まわりの人ができること

「おせっかいかも」と自制しない

自分から挨拶する

地域に高齢者の集まる場所を作る

「手伝えることはないか」と声をかける

両隣に声かけ・見守り体制をつくる

シルバー人材センターを活用する

７．マザアスの関係づくり

・周辺自治会とのバザーの開催

・「山野草」での「トーク・サロン」

・健康予防体操

・地域交流ロビーでの各種趣味教室

８．「向こう三軒両隣」

・助け合い みんなゆく道 老いの坂 川柳 東久留米市民

９．「次に生まれてくる時は、お世話する立場で生まれてきたい」 個人の書付

以上

以上
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講演会最後に高原先生が紹介して下さった『人生の秋に』で大変感銘を受けた文章を紹介致しま

す。

最上のわざ

この世の最上のわざは何？

楽しい心で年をとり、

働きたいけれども休み、

しゃべりたいけれども黙り、

失望しそうなときに希望し、

従順に、平静に、おのれの十字架をになう。

若者が元気いっぱいで神の道を歩むのを見ても、ねたまず、

人のために働くよりも、

謙虚に人の世話になり、

弱って、もはや人のために役だたずとも、

親切で柔和であること。

老いの重荷は神の賜物、

古びた心に、これで最後のみがきをかける。

まことのふるさとへ行くために。

おのれをこの世につなぐくさりを少しずつはずしていくのは、

真にえらい仕事。

こうして何もできなくなれば、

それを謙虚に承諾するのだ。

神は最後にいちばんよい仕事を残してくださる。

それは祈りだ。

手は何もできない。

けれども最後まで合掌できる。

愛するすべての人のうえに、神の恵みを求めるために。

すべてをなし終えたら、臨床の床に神の声をきくだろう。

「来よ、わが友よ、われなんじを見捨てじ」と。
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本行事に関して、門前自治会として、事務局を担当させて頂きました。

担当者 門前自治会防災福祉ネットワーク担当理事 野島武夫

とも・いきバザーについて、事前に参加者募集を行いました。

多くの方が参加頂き感謝しております。

とも・いきバザーは来年度も開催予定です。

平成25年10月13日（第2日曜日）に予定しています。

つきましては、バザーに出品する御中元や御歳暮の贈答品等がありましたら、保存しておいて下さ

い。

来年の10月頃にご連絡下さい。担当者が伺います。

売上金はマザアス経由で福祉関係に寄付致します。

とも・いきバザー事務局 門前自治会担当 野島武夫（090-1260-1613)

  文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp 

※写真掲載了承済
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